
同
年
配
の
仲
間
五
人
で

栂
池
に
出
か
け
た
。
栂
池

自
然
園
ま
で
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
。
一
気
に
千
九
百
米
ま

で
上
が
れ
る
。

そ
こ
か
ら
傾
斜
が
急
で

大
き
な
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し

て
い
る
道
を
ゆ
っ
く
り
登

り
、
こ
の
白
馬
大
池
に
着

い
た
。

火
山
噴
火
に
よ
る
堰
止

め
湖
だ
そ
う
だ
が
、
流
入

す
る
川
、
流
出
す
る
川
は

な
い
。
魚
影
は
見
え
な
い

が
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
が
沢
山
い
る
。

白
馬
大
池
山
荘
に
泊
ま
っ

た
。
翌
日
、
朝
早
く
池
畔

に
出
る
と
・
・
・
水
面
が
、

ま
る
で
鏡
。
風
が
無
く
、

さ
ざ
波
も
た
っ
て
い
な
い
。

急
い
で
ス
ケ
ッ
チ
し
て

い
る
と
、
間
も
な
く
、
さ

わ
や
か
な
風
が
吹
い
た
。

鏡
の
よ
う
だ
っ
た
水
面
に

は
さ
ざ
波
が
立
ち
、
向
か

い
の
山
々
の
鏡
の
像
は
消

え
て
し
ま
っ
た
。

蓮
華
温
泉
に
下
り
、
温

泉
を
楽
し
ん
だ
。

□◇□◇□ 日 曜 ジ ジ 通 信 No.422(2019.08.04) from 山下 徹 □◇□◇□

山下徹 あおぞら 検索 ===> http://yms-tor.art.coocan.jp 「美術館あおぞら」にバックナンバーが納めてあります

白

馬

大

池

長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村
大
字
千
国

二
〇
一
九
年
七
月

テ
レ
ビ
朝
日
で
お
昼
に

放
映
中
の｢

や
す
ら
ぎ
の

刻｣
(

倉
本
聰)

の
時
代
は

先
の
大
戦
中
。
炭
焼
き
、

猟
師
の
根
来
鉄
兵
に
召
集

令
状
。
鉄
兵
は
、
召
集
令

状
を
破
り
捨
て｢

戦
争
は

き
ら
い
じ
ゃ｣

｢
食
う
為
で

も
な
い
の
に
生
き
物
を
殺

す
の
は
性
に
あ
わ
ん｣
と
、

山
に
隠
れ
る
。
が
、
鉄
兵

の
師
匠
は｢

お
国
に
逆
ら

う
こ
と
は
で
き
ん｣

と
云

う
。
こ
う
し
て
若
者
が
戦

場
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
。

陸
軍
エ
リ
ー
ト
は

半
藤
一
利
の｢

な
ぜ
必

敗
の
戦
争
を
始
め
た
の
か｣

(

文
春
新
書)

を
読
ん
で
驚

い
た
。
日
中
戦
争
も
対
米

英
戦
争
も
目
標
は
う
や
む

や
。
ど
こ
で
止
め
る
か
も

議
論
無
く
突
入
。

｢

関
東
軍
特
別
大
演
習｣

と
称
し
て
大
動
員
。
ヒ
ト

ラ
ー
の
ソ
連
侵
攻
で
極
東

ソ
連
軍
兵
力
が
減
っ
た
ら

攻
め
込
も
う
と
。
し
か
し
、

極
東
ソ
連
軍
は
動
か
ず
、

攻
め
込
め
な
か
っ
た
。

英
米
と
戦
い
石
油
禁
輸

さ
れ
る
と
経
済
力
は
二
十

対
一
。
と
て
も
戦
え
な
い

と
の
報
告
を
参
謀
本
部
は

｢

国
策
に
合
わ
ぬ｣

と
破
棄
。

学
徒
動
員
は
将
来
日
本

を
背
負
う
若
者
に
勉
強
を

さ
せ
な
い
こ
と
。
そ
れ
は

将
来
の
日
本
の
力
を
そ
ぎ

落
と
す
こ
と
。
参
謀
本
部

の
エ
リ
ー
ト
達
は
、
勝
ち

目
の
無
い
対
米
英
戦
争
に

突
入
。
学
生
を
死
地
に
追

い
や
っ
た
。

テ
レ
ビ
画
面
を
上
下
に

分
け｢

や
す
ら
ぎ
の
刻｣
と

｢

参
謀
本
部
の
議
論｣

を
並

行
し
て
見
せ
た
ら
良
か
っ

た
と
思
う
。

徴
兵
を
巡
っ
て
庶
民
は

四
苦
八
苦
。
一
方
、
参
謀

本
部
で
は｢

こ
の
戦
争
は

無
意
味｣

と
い
う
議
論
も

出
さ
れ
て
い
た
。

特
攻
に
散
っ
た
若
者
に

こ
れ
を
見
せ
た
い
。

｢やすらぎの刻｣と参謀本部の議論を対比しよう

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

と き


